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第３回総合開発審議会協議状況報告 
ご意見等 対応 

総合開発審議会全体スケジュールについて 
 
（玉城委員）（第２回審議会より） 
町としては、基本構想を早く策定したい意向

があるが、6月にやろうが 9月にやろうが同じ。
基本構想を作成する場合は、いろいろなところ

から意見を聞く事が大事であって、早く作れば

良いということはない。 
 
（玉城委員） 
基本構想は時間をかけて検討した方が良い

ので、現段階の内容を公開し、住民からの意見

を聞き入れた方が良いと思う。 
（城田委員） 
町民に知らせる意味で、再度地域の意見は聞

き入れた方が良いのでは。 
（神谷会長） 
策定したものを町民にも開示し、まちづくり

に関して共通認識を持つ事が大事なので、審議

会としては、第２案のスケジュール（９月議会）

を希望したい。 
（玉城委員） 
区長会や婦人会、老人会等で説明を行った

り、全体住民説明会等のような手法もあるので

は。（住民意見の収集手法について） 
 
 
第１次八重瀬町総合計画基本構想（案）につい

て 
（神谷会長） 
表紙の絵をどのようなやり方で子供たちに

公募するのか。 
 
 
 
 

総合開発審議会全体スケジュールについて 
 
（総合開発審議会のスケジュールを２案作成）

第１案は６月議会に向けたスケジュール、第

２案は９月議会に向けたスケジュールになる。

また、第２案については、町民を対象としたパ

ブリックコメントも行なうことを検討してい

る。 
 
 
審議会の意見として再度調整を行い、第２案

のスケジュール（９月議会）で進める方向性で

検討する。また、パブリックコメントも実施す

る方向で検討したい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
パブリックコメントは６月に３週間程度行う

ことを考えている。 
 
 
 
第１次八重瀬町総合計画基本構想（案）につい

て 
 
要綱を作成し公募する予定。内容については、

将来像やまちづくりの体系を示し、子供たちが

考える将来の八重瀬町や 10 年後の八重瀬町の
絵と絵に対するコメントを考えている。公募さ

れた絵については、委員会の中で選考していき

たい。 
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（國吉委員） 
子供たちへの伝え方によって発想の仕方が

変わるので、公募の内容については重要なポイ

ントになる。 
（小野委員） 
「将来の八重瀬町」よりは「わたしの好きな

八重瀬町の風景」の方が地域を見てもらえるの

では。それが、地域資源の発見にも繋がってく

るのでは。 
 
（神谷会長） 
第１次八重瀬町総合計画基本構想（案）P９
（５）「国民（町民）レベルでの地球環境対策

が求められています」の中で、八重瀬町として

どのような地球環境対策をしているのか。住民

ができるような問題を打ち出した方が良いの

では。また、「町民の意識の改革が求められて

いる」だけではなく、具体的な内容を前面に出

しても良いのでは。 
 
（國吉委員） 
温暖化は、日常生活すべてにおいて問題とな

っている。具体的に盛り込むと細かくなりすぎ

てしまうのでは。 
 
 
（小野委員） 
第１次八重瀬町総合計画基本構想（案）P９
（５）「国民（町民）レベルでの地球環境対策

が求められています」については、細かく記載

しすぎているので、地域レベルで行えるような

内容に表現する方が良いのでは。 
（國吉委員） 
地域で出来る環境対策を検討しても良いの

では。 
（小野委員） 
第１次八重瀬町総合計画基本構想（案）P９
（５）国民（町民）「レベルでの地球環境対策

が求められています」の一段落目は省いても良

いのでは。 

 
本日のご意見は、要綱をまとめるときに参考

にしたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
具体的な内容については、P２５（３）①「循
環型社会の構築」の方で謳っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
八重瀬町の基本構想については、細かく記載

しているが、具体的な内容については、基本計

画に記載するか、担当課の個別計画の方で具体

的に表現するか考えている。 
 
 
委員の皆さんの意見うけて見直していきた

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 - 3 - 

 
（上原委員） 
第１次八重瀬町総合計画基本構想（案）P７
「合併の背景」とあるが、P８～１０と内容が
かぶっているのでは。 
（神谷会長） 
合併後初めての基本構想であるため、第一次

総合計画のみには記載していた方が良いので

は。 
 
（上原委員） 

P１８以降の現況・課題とあるが、これは基
本計画の内容になると思う。 
八重瀬町らしさの表現があるなら、施策の方

針に入れて、もう少し簡略化した方が良いので

は。 
基本構想の中に現況と課題があるのは、あま

り見られないので、基本計画の方に盛り込んだ

方が良い。 
（國吉委員） 
町民が総合計画をみて理解する人は少ない

と思う。簡単にやっても細かくやっても同じと

思うので、細かく表現している方が、総合計画

を利用する方にとっては理解しやすい。 
 
（與儀委員） 
第１次八重瀬町総合計画基本構想（案）P３
１（５）①「就学前教育の充実」に女性の社会

進出や少子化の進展とあるが、「基本的生活習

慣の育成」という文言を追加してほしい。 
②「学校教育の充実」の「豊かな心を育む教

育」を「生きる力を育む」に変更してほしい。

「生きる力を育む情報化教育、国際理解教育

など多様な学校教育の推進を図ります。」を「生

きる力を育む教育の推進を図ります。」に変更

してほしい。 
「就学前教育の充実」施策の方針の内容は、

学校教育全体の内容になるので、前段の文章に

入るのでは。 
 

 
 
住民の方に合併の背景がうまく伝わっていな

い状況であるため、合併の背景については、事

務局の案として必要だと感じる。もし、合併の

背景を省くのであれば、前回資料に記載されて

いる合併の理念を追加したい。 
 
 
 
 
他の市町村に比べると八重瀬町の基本構想

は、ボリュームが多いのは認識している。内容

を多く書くと町民は理解できないのではとい

う意見が出ていたが、町民版として、概要版を

作っている地域もあるので、概要版の作成を検

討している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表現については検討したい。 
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（國吉委員） 
第１次八重瀬町総合計画基本構想（案）P３
１（５）②学校教育の充実の「心身ともに」と

いう表現は、何を意味しているのか。 
（神谷会長） 
精神的なものと、肉体的なものを表現してい

るのでは。 
（國吉委員） 
肉体的という表現は、誤解を起こす可能性が

ある。また、身体の一部に障害がある方は、こ

の内容に入るのか。近年このようなことが問題

化しているため誤解が生じる可能性がある。 
 
（上原委員） 
総合計画とは、基本構想と基本計画、実施計

画がセットとなっている。基本計画の中に現

況・課題があるので、基本構想には方針だけで

いいのでは。基本構想にも現況・課題があると

基本計画と同じ内容になってしまうのでは。そ

のため、基本構想には、方針だけの内容を盛り

込んだ方が良い。 
 
（玉城委員） 
色々手法はあると思うが、よりわかりやすく

するには、八重瀬町はどのような町で、どのよ

うな現状・課題があり、どのようなことを考え

ているのかということが大事なので、現段階の

まとめ方の方がわかりやすい。 
基本方針だけだとどのようなイメージなの

かがわからないので、ボリュームが多少あって

も構わない。 
（上原委員） 
基本構想の現況と課題については、八重瀬町

のみではなく、広範囲の問題・課題で整理され

ているが、八重瀬町の夢づくりを行えるような

課題の整理をするともっと八重瀬町らしさが

出てくる。 
現況・課題は基本計画に盛り込まれていくの

で、基本構想では大雑把に表現しても良いので

 
 
心身ともには、「健やかな心と体、豊かな知性

を備え」にかかっている文言となっている。 
細かい表現については、議会でも議論になる

と思うので、そこで対応を検討したい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今回の基本構想のようなまとめ方は、あまり

見ないがやっている自治体もある。基本計画の

方には、具体的な内容を入れていく予定。 
 
 
 
 
 
 
今回の議論でボリュームが多いという内容も

あることから、次回の審議会には、もう少し簡

素化してまとめていく。 
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は。 
（神谷会長） 
基本構想はもっとコンパクトにまとめて、基

本計画の方で細かく表現する手法も良いと感

じるが、施策の方針を出すためには、現況・課

題が必要となってくるので、現況・課題・施策

の方針をまとめていた方が良い。基本計画は基

本構想からまとめていくため、重複する箇所も

出てくると思うが、現状のまとめ方で良いと思

う。 
 
（神谷会長） 
今回の審議会でどのようにまとめていくか

決まらなかったので、この内容は次回の審議会

に持ち越す。 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
基本構想のまとめ方については、次回の審議

会でも討論していただきたい。 
 
 
 
 
 

 

 


